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海外在住の国際結婚か ら生 まれた子 どもの
アイデンティティー形成に与える影響要因
国際結婚を考える会の場合
竹　田　美　知
1.は じ め に
　家族 とい う小集団の中で、全 く異 なる文化的背景を持つ父 と母によって、社会化 された子 どもは
どのようなアイデ ンティティーを形成す るだろうか。
　筆者は、すでに 日本在住の国際結婚 をした家族 を対象 として、子 どもの社会化過程 における二重
国籍選択 に焦点 をあてて調査 した(竹 田,2005)。22歳までにどちらかの国籍を選択 しなければなら
ない という現在の国籍法の下でも、二重 国籍 を保持 したい とい う子 どもが多いという結果 を得 た。
そ して、子 ども達 自身の海外居住希望、海外就職希望 とともに、親が 日本の文化 とともに出身国の
文化や言語 を、社会化の過程で伝達 してい ることが、子 どもの二重 国籍選択 に大 きな影響力 を及ぼ
していることを検証 した。
　海外 に居住す る国際結婚 した親 も、子 どもの社会化過程 において二つの文化 を伝達 し、子 ども達
も二重国籍を保持す ることを希望 しているのだろうか。
　図1の ように海外 において国際結婚 により生 まれた子 どもは、親による国籍留保 によって、二重
国籍が維持できる。届出をすることによって、二重国sを 維持で きるという背景 には、「海外で生活
している子 どもには、海外の国籍一つで充分であ り、生活を していない 日本の国籍 は、特別の事情
で もないか ぎり必要ない」 といった一・人一・国籍の原則が伺える。
　 グローバ リゼー ションの進んだ現在、 日本 と海外 を行 った り来た りする機会の多い家族が増加 し
ている。 日本に住む国際結婚家族が 日本にずっ と住んでいる とは限 らないように、海外 に居住す る
国際結婚家族 もず っと海外に住んでいるとは限 らない。 国際結婚家族 にとって、 ビジネスがグロー
バル化す る中で、国際移動の可能性は以前 にもまして高 くな りつつあるといえよう。すでに欧米 な
どの国際社会では、二つの文化 を生 まれた ときから社会化 し、二重国籍 を持つことが 自然なことと
して認識 されつつある。
　 これ までの研究では、二つの文化が共存す る場合 よ りも、衝突を起 こすカルチ ャー ・シ ョックの
問題が大 きくクローズアップされて調査研究 されて きた。国際結婚か ら生まれた子 どもの場合、生
まれ育った文化 の中にすでに異 なる文化が存在 し、二つの文化が社会化の過程で子 どもに伝 えられ
る。本論文の 目的は、二つの文化が衝突 し、 カルチャー ・シ ョックの ようにアイデ ンテ イテイーの
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混乱の ようなマイナスの影響 をもたらすのか、それ とも二つの文化が子 どもの社会化の過程で 自然
に内在化 され共存 し、アイデ ンテ ィティーの確立に とってむ しろプラスの影響 をもた らすのか、そ
の答えを見つけることにある。
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　出典　奥 田安弘 『家族 と国籍』,有斐閣,東京p,95
*　 注:重 国籍防止条件 とは、 日本に帰化するためには、従来の国籍 を失わなければならないとい
　　　　 う条件(注 は筆者)
　本論文の分析では、海外 に居住する国際結婚から生 まれた子 ども達を対象 とす る。多 くの民族が
混在 して生活 している海外 においては、地域社会 においても多 くの文化が存在 し家庭において も異
なる文化 を社会化 しやすい状況 といえよう。そのような地域社会の中で、親が子どもの発達過程で二
つの文化 をどのように社会化 し、子 どものアイデンティティーが形成されるかその過程を分析する。
2.先 行研究の流れ
　 エ リクソ ンに よる と、 「身体 的 自己 と両 親 の抱 くイ メー ジ とにその文化 的含 意が与 え られ さ らに社
会 的役 割 が与 え られ て、児 童期 の諸段 階 をへ て、 さ らに若 い成年 期 に アイ デ ンテ ィテ ィー形 成 され
る」 とアイデ ンテ ィテ ィー形 成過程 を説 明 してい る。(エ リクソ ン,1981,P.301～P.302)。
　 ヒュー ジ とジ ョンソ ンは、 ア フ リカ系 の アメ リカ人 の受 け取 る差別 的 メ ッセー ジ と子 ど も達 の ア
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イデ ンティティー探 しの関連を調査で明 らかに した。家族外か ら受けた人種的偏見に基づ くメ ッセ
ー ジが、親による社会化に影響 し、子 どものアイデンティテ ィー形成に与 えると結論づけている。
そ こで、この論文 における第1の 目的 として、地域社会における差別的メ ッセージが親の社会化方
針、子 どものアイデ ンティティー形成に与 える影響を検討する。
　家族の国際移動 によって、文化 の異 なる地域 に暮 らし、文化変容を促 され、その結果生 じた変化
を分析 した研究は 日本で も数多 くみられる。例 えば、箕浦の調査 は日本人家族が、 日本か ら国際移
動によってある時点から異文化の中で生活す ることになったケースを分析 した。すでに15歳以上で
母文化における対人関係 の意味空間を身につけた子 どもは、容易にその意味空 間か ら、異文化の意
味空間に移行す ることは難 しく、カルチャー ・シ ョックが起 こる可能性 を示唆 した。この調査のよ
うにこれまで研究されて きたカルチャー ・シ ョックのケースは、家族のライフコースのある時点で、
突然異文化に出会い、家族外の集団との接触 によってショックをうけるという条件下におかれてい
た。 しか し国際結婚から生 まれた子 どもの場合は、家族のライフコースのスター ト時点か ら常に複
数の親の文化 に接触 し、その文化的接触 は家族員 によってされ、 自然に社会化の過程で二つの文化
が内在化 されている。ゆえにこの論文の第2の 目的は、両親の社会化の仕方が、国際結婚か ら生 ま
れた子 ども達のパーソナ リティー特性に与える影響 を検討することである。
3.調査の概念枠組み
　調査研究モデルを表1の ように設定 した。海外在住の国際結婚か ら生 まれた子 どものアイデンテ
ィティーを測定する変数 として、「自分が好 きだ」「自己決定能力がある」「将来に希望がある」「自
己の意見を述べ られる」「自分の能力を伸 ばしたい」 という5つ の従属変数 を設定した。 アイデンテ
ィティーを持 った自己は、「自己同一性」 とも訳 され、人格 の統合 と一貫性 を示す概念である。社会
に自己を位置づけ、また社会に対 して能動的に関与で きる人格 を意味する。
　このアイデ ンティティー確立に大 きく影響する独立変数 として従来の研究か ら考 えられる独立変数
は、 まず第1に 差別に関わる変数群、第2に 親の社会化の仕方、出身国の文化や言葉の伝達 といった
社会化変数、第3に 親の価値観 ・子の価値観に関わる変数、第4に 地域社会に関する変数を設定 した。
4.調 査方法
　調 査 は、海外 に在 住 す る国際結 婚 を考 え る会 会員 全員 に2004年11月に 日本語 質 問票、 英語 質 問票
が入 った調査 票180部を配布 し、実 施 した。 集計 は2月12日 まで に届 い た票すべ て を集計 した。　 合
計91票(子 ど も票33票・親票58票)が 回収 された。そ の うち親子ペ アー で解答 した票 が26票あ った。
回収 票 の67.4%はヨー ロ ッパ 、つ い で ネパ ール、 オ ース トラ リア、 アジ ア、 アメ リカ、 カナ ダ、 イ
ス ラエ ルか ら返 送 された。
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表1
5.調 査結果
5-1基 礎的属性
学校や職場での言葉 は図2の ように現地の言葉を話す者が多いが、図3の ように家庭で も2力 国
語以上話すものが6割 以上いる。
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学校 ・職場 での言葉
1
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図2
家庭での使用言語
1
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図3
　 また図4の ように、国籍留保 をして二重国籍 を持つ ものが75.8%おり、図5の ように、半数は国
籍選択をしなければならない 日本の法律 を知っている。図6の ように 「両親の国籍二つを持つ こと
は当然」 と考える子 どもは51.5%、二つ持つ ことが望 ましいと考える子 どもを合わせると84.8%が将
来 も重国籍 を持つ ことに賛成 している。
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図4
国籍選択の日本の法律の認知
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両親の国籍取得に対する考え
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　図7の ように、海外居住希望が高いほ ど、す なわち国際移動 に積極的であるほど、 「自分が好 き」
と答えている。図8の ように、重国籍 を持つ子 どもほど、将来に希望があると答 えている。
海外居住希望の有無×自分が好き
国 とてもそう思 う囮 まあそう思 うDあ まりそう思 わないi
　　　　　　　苺 轟琵 賑葦 購…ほ諦
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5-2両 親の社会化の仕方が、国際結婚から生まれた子ども達のアイデンティティー確立に与える影響
　図9の ように親が出身国の文化 を教育 してい るほど、子 どもの 自己決定力が高い。親によって居
住国 と異なる出身国の文化が伝達 されるほど子 どものアイデ ンテ ィテ ィー確立にプラスの影響が出
ている。家庭内で二つの文化が共存することは、子 どものアイデ ンテ ィテ ィーを混乱 させ る可能性
があると従来は考え られて きた。 しか し今回の調査結果はむ しろ国際結婚か ら生 まれた子 どもの場
合 は、居住国以外の文化 に伝えないことよ り、伝 えた方が子 どもはアイデ ンティテ ィーを確立 しや
すい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 p<0.05
　 しか し図10のように、家庭 内に二つの文化が存在す る状況で両親の教育方針が異 なる と、子 ども
は 「自分が好 き」 と感 じるこ とが難 しくなる。両親の社会化 の方法の一致、不一致 も、国際結婚か
ら生まれた子 どものアイデ ンティティーに大 きな影響 を及ぼ している。
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5-3地 域社会 における差別的 メッセージが親の社会化方針、子 どものアイデンティティー形成に与える影響
　 図11のように、外 見 に よって注 目され た経験 は、 「何 度 もあ る」 と答 え た親17.9%よりも、子 ど も
28.1%と、子 供 の方が 注 目され た経験 は多 い。 また図12のようにその うちの56.3%の子 どもが 「注 目
視 され嫌 な思 い を した」 と答 えて い る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 p<0.05
　 さらに図13のように、注 目視 されて嫌な思いをしても、一層 自分の能力 を伸ばしたい と感 じてい
る子 どもが多 く、外見か ら注 目されて嫌な思いをした者ほど、その ことをバ ネに して自分の能力 を
のば してい こうとい う気持ちに昇華 させていることがわかる。差別 されて も、そのことが却って自
分 自身 を高めていこうという気持 ちに繋が り、アイデンティティーをゆるがすことには繋がってい
ない。
29
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5-4　子 どものアイデンテ ィティー形成に与える影響要因の重回帰分析
　子 どものアイデ ンティティーに関連す る従属変数に影響する子 ども側の要因で比較的高い相関を
持った独立変数(表2)を 投入 して重回帰分析 を行った結果、次のモデル1か らモデル3ま での分
析結果が得 られた。
表2ア イデンティティー従属変数 と社会化 に関する独立変数 との関連(子 票の分析〉
自分が好きだ
自己決定能力 将来に希望が 自己の意見を
がある ある 述べ られる
親の出身国文化の
*-0.381 0.194 一〇.282 一〇.039
教育経験無し
両親の教育方針の
**-0.495 一340 一〇.282 一〇.059
違い有
居住地域に対する
一〇.022 一〇.077 *-0.414 一〇.303
考え一長 く住みたい
学校や職場での
0.126 *0.423 *0.498 0.345
現地言語の使用
親の出身国文化へ
の興味の程度
0.343 *0.474 0.024 一〇.044
P<0.05で有 意差 のあ った もの は*　 P<0.01で有 意差 があ った ものは**
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① モ デル1「 自分 が好 きであ る」 を従属 変 数 とした場合 の影響 要 因の重 回帰分析
　 このモ デル1で は、 「両 親 の教育方針 の違 い の有 無」 と 「出身 国文化 に よる教育 経験 」 とい う二 つ
の独 立変数 で、 「自分 が好 きであ る」 とい う従属 変数 の分散 の37%を説 明 して い る。
最 も強 い相 関で あ ったの は、 「両 親 の教育 方針 の違 い の有 無 」(Beta=-0,527,　p<0.Ol)であ った。
次 に強 い相 関 であ ったの は、 「出身 国文 化の親 に よる教育 経験 の有無 」(Beta=-0.413,　p<0.05)で
あ った。
モデル1　 「自分が好 きである」 を従属変数 とした場合の影響要因の分析(子 ども票)
独立変数 標準回帰係数
両親問の教育方針の違いが有る 一 〇.527
出身国文化の親による教育経験無し 一 〇.413
F値=9.231**
調 整済 みR自 乗 二〇.370
　 *p〈0.05
**p<0.01
② モデル2　 「自己決定力」 を従属変数 とした場合の影響要因の重回帰分析
　 モデル2で は、「自己決定力」 に関 しては、「親の出身文化への興味」(Beta係数=0.462)が、最
も強い相関であ り、 さらに 「学校 や職場での現地語の使用」(Beta係数=0.404)が次に強い相関で
あった。 この二つの変数で 「自己決定の力をもっている」 という従属変数の分散を33.9%説明している。
　 モデル2　 「自己決定力がある」 を従属変数 とした場合の影響要因の分析(子 ども票)
独立変数 標準回帰係数
親の出身国文化への興味 0.462
学校 ・職場での現地語の使用 0.404
F値=7.912**
調整 済みR自 乗=0.339
　 *p<0.05
**P<0.Ol
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③ モデル3「 将来に希望がある」 を従属変数 とした場合の影響要因の重回帰分析
　 モデル3で は 「学校や職場での現地語の使用」がBeta=0.354と最 も高い相関を示 し、次に 「外見
の違いにより注 目視の経験」がBeta=0.295と2番目に高い相関をしめ した。さらに 「居住地か らの
移動性」Be七a=0.294は、移動の可能性が高いほど、子 ども達は将来に希望 を持つことを示 している。
これら3つ の独立変数で、「将来 に希望がある」 という従属変数の約32%を説明 している。
モデル3「 将来に希望がある」を従属変数 とした場合の影響要因の分析(子 ども票)
独立変数 標準回帰係数
学校や職場での現地語の使用 0.354
外見の違いによる注 目視の経験 0.295
F値=5.409**
調整 済みR自 乗=0.32ユ
　 *p〈0.05
**p<0.01
6.結 論
　 今回の海外に居住する国際結婚か ら生 まれた子 どもは先述 のように、両親か ら二つの文化 を生 ま
れた時か ら社会化 されている。 しか も居住す る地域 は欧米で、複数の文化 を持つ多文化共生環境 と
いえよう。 この調査で明 らかに されたように生活様式は双方の文化 圏の ライフスタイルを維持 し、
家族の外 はその一方の文化 圏の行動様式が主流 となっているケースが想定される。
　 調査結果か ら得 られたことは、両親による社会化 のアイデ ンティティーへの大 きな影響は 「親の
出身国の文化 の伝達が どの ようにされたか」 とい う点に集約 された。居住地の文化 とともに、親か
ら出身国の文化 を親か ら教育 された子 どもほど、「自分が好 きである」と思っている。しか しなが ら、
そ こで問題 になるのは、「両親間の教育方針の違い」であろう。二つの文化 のうち どちらかに重点 を
置いて、一方 の文化 を封 じ込めて しまうような社会化 の仕方 は、子 どものアイデ ンテ ィテ ィー確立
にプラスの影響 を与えない。特 に家族 と言 う小集団の中で、国際結婚 した家族であるがゆえに二つ
の文化の共生は、子 どもの社会化 にとって必須条件 といえる。
　 また差別的メッセージのアイデ ンティテ ィー形成 にマイナスの影響 を与 えていない。「違いがあ り、
注 目視 され、それが嫌な経験」であって も、バネに して将来に希望があると考えていることが重要
なポイン トではないだろうか。それはやは り家族内で培われた二つの文化 をハイブリットして社会
化 された結果 といえよう。
　今回、調査 をした海外 に居住する国際結婚か ら生 まれた子 どもたちは、そのほ とんどが ヨーロッ
パ に居住 していた。 ヨ.__.ロッパは重国籍 も認め られ、多 くの民族が共生 して住 む地域である。EU
諸国の中では、物の移動 も人 も移動 も自由で、多文化共生の環境 といえよう。そのような国に居住
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している国際結婚家族は、アイデ ンティティーを確立す る地域的環境 は整 っている といえる。その
ような環境の中で も、「多文化共生的地域環境においても、家族内での二つの文化の共生が、国際結
婚か ら生まれた子 どものアイデンティテ ィー確立のキーをなっている」 と結論づけることがで きる。
この論文は、平成16年度科学研究費補助金を受け、2005年日本家政学会において報告 したものである。
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